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V317a 日米共同・太陽フレアX線集光撮像分光観測ロケット実験 FOXSI-4 搭載電鋳
X 線望遠鏡の開発の現状と今後の展開
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我々は，日米共同太陽観測ロケット実験 FOXSI-4 搭載 X 線望遠鏡開発を進めている．FOXSI-4 では，世界
初となる太陽フレアの X 線撮像分光観測を 2024 年春に実施し，太陽コロナの重元素組成やその時間進化への観
測的制約，および磁場加速などによる非熱的 X 線放射機構の解明を目指している．詳細なフレア構造の撮像観
測を実現するため，地上 X 線結像系開発で構築した独自の小口径超高精度電鋳技術 (Mimura et al., Rev. Sci.
Instrum., 2018; Yamaguchi et al., RSI, submitted) を用いて，高結像性能宇宙 X 線望遠鏡の実現を目指し開発
を進めている．これまでに本技術を用いた高精度反射鏡の一桁以上の大口径・長焦点距離化，二段一体全周反射
鏡の精密位置調整が行える支持機構の開発，振動試験等の宇宙環境耐性評価試験方法の確立，さらに，設計パラ
メータや製作・評価工程の最適化や望遠鏡性能の見積もりを定量的に実施するため，支持機構デザインを忠実に
再現した独自の光線追跡シミュレーターの開発をしてきた (2023 年春季年会 作田他等)．
本講演では FOXSI-4 搭載望遠鏡開発の詳細に加え，比較的小型かつフレキシブルな焦点距離の設定が可能な

高結像性能 X 線光学系という特長を最大限活かし現在進めている，地球オーロラ観測ロケット実験や高温プラズ
マ中の 2 次元揺動計測を目指した地上プラズマ実験への展開についても述べる．


